
域

自己水
伏流水

▲入間川の田島屋堰上流から取水しています

※伏流水とは、川底にできた砂利層を流れる水のことで、川に沿って確認できる水は表流水といいます

狭狭山山市市でではは、、１１人人１１日日平平均均
３３４４６６�のの水水がが使使わわれれてていいまますす

日
常
生
活
や
生
産
活
動
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
水
、
こ
の
大
切
な
水
は
無
尽

蔵
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
上
の

水
の
約
９７
％
は
海
水
で
、
残
り
の
約
３
％

の
淡
水
の
ほ
と
ん
ど
は
、
南
極
や
北
極
な

ど
の
氷
で
あ
り
、
実
際
に
使
え
る
水
は
約

０
・
８
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
何
げ
な
く
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
す
ぐ
に

飲
め
る
水
道
水
も
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
資

源
な
の
で
す
。

狭
山
市
で
は
、「
県
水
」と「
自
己
水
」と

い
う
２
つ
の
方
法
で
得
た
水
を
水
道
水
と

し
て
皆
さ
ん
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
県
水

と
は
、
安
定
供
給
な
ど
を
目
的
に
建
設
さ

れ
た
ダ
ム
で
貯
水
し
、
利
根
川
か
ら
武
蔵

水
路
を
通
っ
て
き
た
荒
川
の
水
を
取
水
し

た
後
、
浦
和
市
に
あ
る
埼
玉
県
の
大
久
保

浄
水
場
で
つ
く
っ
た
水
道
水
を
購
入
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
狭
山
の
水
道
水
の
約

９５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
自
己
水
と
は
、

入
間
川
の
田
島
屋
堰
上
流
か
ら
取
水
し
た

※

川
の
水
（
伏
流
水
）
や
深
井
戸
（
約
２
０

０
ｍ
〜
３
０
０
ｍ
）
か
ら
の
水
を
市
内
の

浄
水
場
で
水
道
水
に
し
た
も
の
で
す
。

水
道
の
水
は
ど
こ
か
ら

狭
山
の
水
道
事
業
の
基
本
は
、
安
全
な

水
を
安
定
し
て
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
水
道
部
で
は
、
厚
生

省
令
で
定
め
ら
れ
た
水
質
基
準
項
目
に
従

い
、
定
期
的
に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
質
基
準
項
目
は
、
健
康
に
関
連
す

る
２９
項
目
と
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に

関
連
す
る
１７
項
目
の
合
計
４６
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、
皆
さ
ん
に
お

届
け
す
る
水
道
水
の
配
水
区
域
５
系
統
別

に
行
っ
て
お
り
、
平
成
１１
年
６
月
に
実
施

し
た
検
査
結
果
を
４
ペ
ー
ジ
「
安
全
な

水
」
の
検
査
結
果
の
と
お
り
に
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
今
後
も
、
よ
り
安
全
な
水
道
水
を
皆

さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
２４
時
間
体
制

で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

狭
山
の
水
道
水
は
安
全
で
す

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
狭
山
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
３３
年
３
月
に
計

画
給
水
人
口
３
万
人
・
一
日
の
最
大
給
水
量
５
千
４
０
０
�
の
規
模
を
有
す

る
水
道
を
目
標
に
、
厚
生
大
臣
の
事
業
認
可
を
得
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
工
場
な
ど
に
給
水
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
お
よ

び
水
需
要
の
急
速
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
５
度
に
わ
た
る
拡

張
事
業
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
狭
山
の
水
道
普
及
率
は
現
在
９９
・
９
％
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
身
近
な
水
道
水
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2

限
り
あ
る
資
源
だ
か
ら
こ
そ

水
道
水
を
大
切
に
し
た
い

すい

ふくりゅうすい

こじ
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新狭山駅�入
　
間
　
川�

狭山市駅�

市役所�
県水�

稲荷山公園駅�

入曽駅�

埼玉県�
上赤坂中継ポンプ場�

�笹井配水場・ が配水区域

�稲荷山配水場・ が配水区域

水道水が皆さんに届くまで

利根川のダムに貯えられた水は、武蔵水
路を通り荒川で取水され、浦和市にある埼
玉県大久保浄水場で水道水（県水）になり、
地下の送水管を通って狭山市に送られてき
ます。また、入間川の田島屋堰上流から取水
した伏流水や深井戸の水を市内の浄水場で
水道水（自己水）にして皆さんの元へ２４時間
休むことなく送り続けています。

3

�第１浄水場・稲荷山配水場に送水

�第２浄水場・ が配水区域

�水野配水場・ が配水区域

※稲荷山配水場から供給している笹井・
広瀬・柏原地区は、平成１２年２月から笹井
配水場系（第２浄水場系含む）になります

けん すい

県 水

大久保浄水場（埼玉県）

�堀兼浄水場・ が配水区

広報さやま

平成１１年８月１０日号

広報さやま

平成１１年８月１０日号



安全な水

※表中で○○未満と表示されているのは、測定できる最小限の数値です。上記、水質基準項目は平成４年１２月改正後の基準です

市では、水道水の安全性を確保するため、定期的に水質検査を実施しています。
平成１１年６月に実施した配水場別の水質検査の結果は、下表のとおり全ての項目
で水質基準に適合しています。 ●問い合わせ第１浄水場へ�９５２－３９９３

4

稲荷山配水場系
０個／�
不検出
０．００１未満
０．００００５未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００５未満
０．００１未満
１．３
０．１２
０．０００２未満
０．０００４未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０１１
０．００３
０．００９
０．００１未満
０．０２３
０．０００２未満
０．０００３未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００５未満
０．０３未満
０．０１未満
１２．６
０．００５未満
１９．５
６２．１
１１９
０．０２未満
０．００１未満
０．００５未満
１．８
７．１
異常なし
異常なし
１未満
０．１未満

水野配水場系
０個／�
不検出
０．００１未満
０．００００５未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００５未満
０．００１未満
１．２
０．１１
０．０００２未満
０．０００４未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０１３
０．００２
０．００８
０．００１未満
０．０２３
０．０００２未満
０．０００３未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００５未満
０．０３未満
０．０１未満
１２．６
０．００５未満
１９．２
６２．２
１３６
０．０２未満
０．００１未満
０．００５未満
１．８
７．１
異常なし
異常なし
１未満
０．１未満

堀兼浄水場系
０個／�
不検出
０．００１未満
０．００００５未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００５未満
０．００１未満
１．８
０．１
０．０００２未満
０．０００４未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００９
０．００３
０．００８
０．００１未満
０．０２
０．０００２未満
０．０００３未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００８
０．０３未満
０．０１未満
１１．９
０．００５未満
１５．５
５９．５
１２５
０．０２未満
０．００１未満
０．００５未満
１．４
７．３
異常なし
異常なし
１未満
０．１未満

第２浄水場系
０個／�
不検出
０．００１未満
０．００００５未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００５未満
０．００１未満
０．４
０．０９
０．０００２未満
０．０００４未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００７
０．００２
０．００５
０．００１未満
０．０１４
０．０００２未満
０．０００３未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００５未満
０．０３未満
０．０１未満
１２．３
０．００５未満
２．６
４６．４
１１２
０．０２未満
０．００１未満
０．００５未満
０．８
７．６
異常なし
異常なし
１未満
０．１未満

笹井配水場系
０個／�
不検出
０．００１未満
０．００００５未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００５未満
０．００１未満
１．３
０．１１
０．０００２未満
０．０００４未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００１未満
０．０１９
０．００４
０．０１１
０．００１未満
０．０３４
０．０００２未満
０．０００３未満
０．０００６未満
０．００１未満
０．００５未満
０．０３未満
０．０１未満
１３．０
０．００５未満
１８．７
６１．７
１３７
０．０２未満
０．００１未満
０．００５未満
２．０
７．０
異常なし
異常なし
１未満
０．１未満

基 準 値
１００以下／�
検出されないこと
０．０１�／�以下
０．０００５�／�以下
０．０１�／�以下
０．０５�／�以下
０．０１�／�以下
０．０５�／�以下
０．０１�／�以下
１０�／�以下
０．８�／�以下
０．００２�／�以下
０．００４�／�以下
０．０２�／�以下
０．０２�／�以下
０．０４�／�以下
０．０１�／�以下
０．００６�／�以下
０．０３�／�以下
０．０１�／�以下
０．０６�／�以下
０．１�／�以下
０．０３�／�以下
０．０９�／�以下
０．１�／�以下
０．００２�／�以下
０．００３�／�以下
０．００６�／�以下
０．０２�／�以下
１．０�／�以下
０．３�／�以下
１．０�／�以下
２００�／�以下
０．０５�／�以下
２００�／�以下
３００�／�以下
５００�／�以下
０．２�／�以下
０．３�／�以下
０．００５�／�以下
１０�／�以下
５．８～８．６
異常でないこと
異常でないこと
５度以下
２度以下

水 質 基 準 項 目
一般細菌
大腸菌群
カドミウム
水銀
セレン
鉛
ヒ素
六価クロム
シアン
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
フッ素
四塩化炭素
１，２‐ジクロロエタン
１，１‐ジクロロエチレン
ジクロロメタン
シス‐１，２‐ジクロロエチレン
テトラクロロエチレン
１，１，２‐トリクロロエタン
トリクロロエチレン
ベンゼン
クロロホルム
ジブロモクロロメタン
ブロモジクロロメタン
ブロモホルム
総トリハロメタン
１，３‐ジクロロプロペン
シマジン
チウラム
チオベンカルブ
亜鉛
鉄
銅
ナトリウム
マンガン
塩素イオン
硬度
蒸発残留物
陰イオン界面活性剤
１，１，１‐トリクロロエタン
フェノール類
KMnO４消費量
PH値
味
臭気
色度
濁度

健

康

に

関

す

る

項

目

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
す
る
項
目
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500万�

1千万�

1千500万�

2千万�

2千500万�
（m3）�

0

5万�

10万�

15万�

（人）�

給水人口および配水量の推移�

昭和 39 45 50 55 60  平成 元� 5 10（年）�

22,862

給水人口�
配水量�

98,081

125,006

140,711

152,913
160,883

160,815

55,100

1,154,900

5,145,400

9,783,100

13,786,600

17,264,300

19,422,700

19,997,600

20,281,800

5

●問い合わせ水道業務課へ内線２３１６

パ
イ
ロ
ッ
ト
部
分

●
問
い
合
わ
せ

水
道
業
務
課
へ
内
線
２
３
１
１

狭
山
市
内
の
給
水
装
置
工
事
は

「
狭
山
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
が
行
い
ま
す

平
成
１１
年
７
月
２
日
現
在
、
狭
山
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と
し

て
７４
社
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
リ
ス
ト
は
今
後
、
広
報
さ
や
ま

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
水
道
業
務
課
へ
内
線
２
３
１
１

丙
止
水
栓

（
止
バ
ル
ブ
）

右
に
回
す
と
水

が
止
ま
り
ま
す

水
道
部
で
は
２
か
月
に
一
度
実
施
し
て
い
る

検
針
業
務
の
際
に
、
漏
水
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
目
で
確
認
で
き
な
い
漏
水
を

発
見
す
る
方
法
と
し
て
、
家
の
中
の
全
て
の
蛇

口
を
閉
め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

部
分（
左
の
写
真
を
参
照
）を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
水

道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
給
水
管
か
ら
漏
水
が
発
生

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
丙
止
水
栓
（
止
バ
ル

ブ
）
を
右
に
回
し
て
水
を
止
め
、
至
急
、
狭
山

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
直
接
修
繕
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
者
の
連
絡
先
は
水

道
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
場
合
の
修
繕
に
か
か
る
費
用
は
、
皆
さ
ん
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

狭
山
の
水
道
水
が
県
水
や
自
己
水
を
使

用
し
、
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し
て

い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
元
へ
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た

め
に
は
、
県
水
の
購
入
な
ど
た
く
さ
ん
の

費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道

施
設
の
老
朽
化
、
災
害
に
強
い
施
設
作
り

な
ど
、
今
日
の
水
道
を
取
り
巻
く
環
境
は

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
迎
え
、
今
後
維
持
管

理
に
か
か
る
経
費
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
地
方
公
共
団
体
が
公
営
企

業
と
し
て
設
置
し
経
営
し
て
い
ま
す
が
、

施
設
の
維
持
管
理
費
や
県
水
の
購
入
費
は

皆
さ
ん
の
水
道
料
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

と
い
う
独
立
採
算
制
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
給
水
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
誠

実
に
受
け
止
め
、
貴
重
な
水
道
料
金
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
将
来
を
見
据
え
た
水
道
事
業
の

健
全
な
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
（
水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
）
の
目
で

確
認
で
き
な
い
漏
水
の
判
定
方
法

安
全
な
水
を

今
後
も
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
に
…
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